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 [Overview and purpose of the course]
国際政治に関する基礎的な思考方法と国際政治の実態について、深い理解を得ることが目的である。
そのため、講義の序盤で国家体系について概説し、国際政治のキー概念を正確に把握した上で、安
全保障や貧困および正義等の国際政治学の諸側面を多面的に取り上げ、理論的に検討する。そのた
め講義では、代表的な国際政治理論についても概説しながら、現代の国際政治を分析する視座を涵
養する。

 [Course objectives]
国際問題を分析する際に重要となる、概念について十分な理解を得る。

 [Course schedule and contents)]
以下の内容で各項目を1-2回程度、講義する。
（授業回数はフィードバックを含め全15回とする）

1　オリエンテーション
2　ウェストファリア体系と国際政治
3　現代国家の属性とその変容
4　国際政治をどう見るか（パワー・国益・安全保障・協力）
　　古典的リアリズム、ネオリアリズム、ネオクラシカル・リアリズム
　　リベラリズム、ネオリベラリズム
5　国際政治をどう見るか（規範・アイデンティティ）
　　コンストラクティヴィズム
6　国際政治をどう見るか（経済・開発・貧困）
　　従属論、世界システム論　　　
7　国際政治をどう見るか（言語・批判）
　　批判理論、ポスト構造主義
8　国際政治をどう見るか（正義）
　　コスモポリタニズム、コミュニタリアニズム

 [Course requirements]
None

Continue to 国際政治論Ｉ(2)↓↓↓



国際政治論Ｉ(2)

 [Evaluation methods and policy]
期末試験の成績（１００％）

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
吉川直人、 野口和彦（編） 『国際関係理論、第２版』（勁草書房）（2015年）

 [Study outside of class (preparation and review)]
授業後には、事前に指定された参考書等の該当箇所を読んで復習すること。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


